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新型コロナワクチンについて 

 

 

 

諸外国に比べて遅れていた日本の新型コロナワクチン接種も、ようやく２月 17

日から厚労省管轄の国立病院機構、地域医療機能推進機構、労災病院から選

ばれた全国 100 箇所の病院において、医療関係者への先行接種（臨床試験）

という形で開始されました。 

当院においても、２月 18日から接種を開始し、既に 180 名の職員に対する

１回目の接種が終了したところです（3月 10 日現在）。１回目の副反応として

は、２名の発熱を除くと軽微な局所反応がほとんどであり、アナフィラキシー等の重

症のアレルギー反応は認めませんでした。 

今回接種したワクチンはファイザー社製のm-RNA ワクチン（商品名：コミナティ筋注）ですが、-75℃の

冷凍保存が必要であったり、死腔の少ない特殊な注射器が必要であったりして取り扱いには注意が必要で

す。今後、横浜市の医療関係者への優先接種が始まりますが、神奈川県の計画では、当院を含む市内８

箇所の病院が基本型接種施設（ディープフリーザー設置済）として指定され、それぞれの基本施設から連

携施設へワクチンを配送することとなります。報道されているように、本ワクチンの輸入が遅れており、現時点

で地域の医療関係者への接種が具体的にいつ始まるのかについては予定が立たない状況となっています。 

現在、日本政府が契約を結んでいる新型コロナワクチンはファイザー社を含め３種あります。３種類のワク

チンを比較した表を作成しました。            表１：３種の新型コロナワクチンの比較 

今回、先行接種に使用したファイザー社のワクチ

ンは、世界で初めての m-RNA ワクチンであり、３

週間間隔で２回筋肉注射をすることにより高い免

疫効果が得られます（有効率：95％）。一方、

新しいワクチンに対して不安を感じている方も多い

ことと思います。 

新型コロナワクチンへの理解を深めて頂くために、 
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正しい知識を持って接種しよう！                 

横浜労災病院感染症部 城 裕之 



１）m-RNA ワクチンの原理、２）筋注の理由、３）アナフィラキシーを含む副反応、４）接種対象者の

注意点について説明したいと思います。 

1) RNA ワクチンの原理（図１、２） 

図１：ワクチンの作製方法                   従来のワクチンは弱毒生ワクチンまたは

不活化ワクチンであり、いわばウイルスその

ものをヒトに接種して免疫をつけていまし

た。新型コロナウイルス（SARS-CoV-

2）は、その表面に突起（スパイク）があ

り、これが細胞表面のレセプター（ACE2

受容体）に吸着し細胞内に侵入します。  

細胞内でウイルスの遺伝情報が複製・転

写・翻訳されて、ウイルスの素材が合成   

図２：m-RNA ワクチンの原理               され組み立てられることにより増殖していき

ます。このプロセスのなかで、スパイクタンパ

クを作る設計図（m-RNA）に着目した

ものがm-RNA ワクチンです。m-RNA自

体は大変に壊れやすいので、脂（脂質ナ

ノ粒子）の膜で包み込み筋肉注射しま

す。この設計図（m-RNA）が筋肉内の

免疫担当細胞により処理されて、スパイク

タンパクが産生されます。この産生されたス

パイクタンパクに対して中和抗体が産生さ

れます（液性免疫）。不活化ワクチンと

異なり、m-RNA ワクチンでは細胞性免疫

も誘導されることが特徴です。以上がm-

RNA ワクチンの原理であり、ウイルスそのも

のを接種するわけではありませんので、ワク

チンにより感染することはありません。 

「m-RNA ワクチンがヒトの遺伝子に変化

を与えるのではないか」という心配をされる

方もいますが、そもそも m-RNA 自体はヒ

トの細胞の核内に入りこむことはできませ

ん。したがって、m-RNA ワクチンがヒトの

遺伝子に組み込まれることはなく、「遺伝子組み換え技術」とは全く異なるものです。 
 



２）筋注の理由 

日本においては、諸般の事情により、ワクチン接種は主に皮下注射で行われてきました。欧米ではワク 

チン接種は筋肉注射で行われてきました。筋肉注射の利点は３つあります。①筋肉注射の方が、免疫効

果が高い。m-RNA ワクチンは設計図のみを接種しますので、接種後できるだけ早く免疫細胞に処理され

る必要があります。血流の多い筋肉の方が早く免疫細胞に処理されることとなります。②筋肉注射の方が

痛くない（痛みを感じる神経が少ない）。③筋肉注射の方が、局所反応が少ない。m-RNA ワクチンは

局所反応が比較的強いことが知られています。 

３）アナフィラキシーを含む副反応 

重症のアレルギー反応（アナフィラキシー）は米国でのデータでは、20 万人に一人発生しています。一

般のワクチンによるアナフィラキシーの発生率は 100 万人に一人とされていますので、本ワクチンではアナフ

ィラキシーへの注意・準備が必要です。米国においてアナフィラキシーを発症した 50名では、①死亡例は

ない、②女性が多い（94％）、③90％は 30分以内に発症、④40人（80％）は過去にアレルギー

を指摘、⑤12 人（24％）は過去にアナフィラキシーを起こした、等の特徴がありました。アナフィラキシー

の原因としては、m-RNA ワクチンに含まれる PEG（ポリエチレングリコール）が考えられています。PEG と

その類似物質ポリソルベートは、界面活性剤や食品添加剤として医薬品（便秘薬、軟膏、ワクチン

等）、化粧品（クリーム、歯磨き粉等）、種々の食品に含まれています。本ワクチンによるアナフィラキシー

が女性に多い理由は、PEG、ポリソルベートに接触する機会が男性よりも多いからなのかも知れません。ま

た、３月 11 日までの日本でのアナフィラキシーの報告は 37件（死亡者はいない）あり、これは 5000

人に一人という高い発生率となります。うち半数は海外の基準ではアナフィラキシーに該当しないものです

が、海外での医療従事者への接種でも同様の高いアナフィラキシー発生率が報告されています。これは医

療関係者が業務のなかで PEG に接触する機会が多いことが原因として考えられます。アナフィラキシー以

外の副反応を図 3 に示します。１回目より２回目に多い傾向を認めました。 

図３：ファイザー社ワクチンによる副反応 

４）接種対象者の注意点 

本ワクチン接種に際して、「接

種不可（禁忌）、注意が必

要、接種が可能」な接種者を図

4 に示しました。薬、食物アレル

ギーがあっても、本ワクチンの成

分以外のものに対するものであ

れば接種は可能です。 

新型コロナはインフルエンザと比較して致命率が高い感染症です。インフルエンザの致命率は 0.01〜

0.1％であるのに対して、新型コロナは２％であり 80 歳以上の高齢者では 12.5％にも達します。また、新



型コロナは治癒後も、倦怠感、呼吸苦、胸部不快感、咳、嗅覚障害、脱毛等の後遺症で悩まされることも

あります。新型コロナワクチン接種は法的には「努力義務」とされていますが、実際に接種するのかどうかの判

断は、接種した場合と接種しなかった場合のベネフィットとリスクを良く理解した上で各自が判断することが重

要です。         図４：新型コロナワクチンの接種注意者（米国 CDC） 
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産婦人科医師が中学校で講演しました 
 
 
 
 
 

横浜労災病院は横浜市が指定する産科拠点病院とし

て、ハイリスクの妊婦や産婦人科の救急搬送困難患者を積

極的に受け入れるとともに、病病・病診連携の強化や地域

へ向けた教育・啓発活動にも力を入れています。その一環と

して、昨年度から横浜市医療局及び教育委員会との協働

で、港北区内の中学生を対象とした啓発を行っています。 

令和３年２月２５日には、当院の産婦人科医の笠井

絢子分娩部長が横浜市立高田中学校３年生の道徳の

授業に登壇しました。笠井部長は、卒業を間近にした 90

人の３年生に、受精や妊娠のメカニズム、母親のお腹の中での胎児の成長、この世界に生まれてきたことの

尊さ、育ててくれた家族の力、妊娠・出産の素晴らしさ、自分が新しい命を育むときの心構えなどを丁寧に伝

えました。そして、「正しい知識を持って、自分と相手を大切にしてほしい」と語りかけました。診療現場での出

来事や自身の妊娠、出産、子育てのエピソードも交えた熱いメッセージは、これから未来に羽ばたく１人１人

の心に残ったと思います。 

講演を聞いた生徒は「今日のお話を聞いて、赤

ちゃんとして生まれ、こうして中学生、高校生へと成

長できたことに感動しました。親からもらった命を大

切にこれからを生きていきたいと思います。」との感

想を寄せてくれました。また、企画を担当した同校

養護教諭の安西先生からは「命が宿った奇跡、生

まれてきた奇跡、家族への感謝など『生』について、

そして将来について真剣に考えることができまし

た。」と感謝の言葉をいただきました。 

 

              横浜労災病院    横浜市港北区小机町 3211 TEL 045-474-8111 

正しい知識を持って、自分と相手を大切にしてほしい                     

分娩部長 笠井絢子 

登録医予約専用電話  ☎ 045-474-8362（直通）（受付時間 8：15 〜 19：00） 

～登録医療機関の皆様へ～当院への患者さんのご紹介は上記までご連絡下さい。 

 


